
東北支部

　[件　　名]　鉄塔基礎工事において、破砕剤により岩盤掘削中、飛び石が被災者の右側頭部に

　　　　　　　あたり受傷

　[作業内容]　鉄塔基礎の掘削作業

　[発生状況]　 鉄塔基礎の掘削作業において、破砕剤の圧力により破砕物が飛散し、飛び石が

被災者の右側頭部にあたり受傷した。

　[被災程度]　    　右頭蓋骨骨折、左目下骨折

　[服装・装備]　作業服上下、長靴、革手袋、ヤッケ、保安帽　　  

　[発生原因]　

　　・掘削穴全体を一様に掘り下げ、効率的に作業するために大量の破砕剤を使用した。

　　・作業班は薬量を増やした時の危険性を認識していなかった。

　　・元請会社は現場での破砕剤の使用制限のルールを定めていなかった。

　　・技術員は指示、命令、報告のルール意識が薄れていた。

　　・元請会社は避難場所を決めていなかった。

　　・鉄板とフレコンパックの防護ではどうしても隙間ができた。

　[再発防止対策]　

　　・元請会社は破砕剤を安全に使用するための作業方法（薬量の上限、退避距離・遮蔽

　　　等の「破砕剤避難場所」の明示、飛び石が出ないように防爆シートを基本とする防

　　　護対策、安全管理体制など）について明記した作業手順書を作成する。

　　　　※安全管理体制として安全管理者は火薬の公的資格を保有するものとする。

　　・元請会社は破砕剤使用時のリスクアセスメント評価表を作成する。

　　・作業班長はリスクアセスメント評価表に記載された破砕剤のリスクを作業員に周知する。

　　・技術員は破砕剤使用時、持出管理表に使用予定数量と使用実績について現場代理人

　　　の承認を得る。現場代理人は持出管理表により、予定数量と使用実績の管理を行う。

　　・作業班は、破砕剤の使用時は、必ずＴＢＭ－ＫＹ－ＲＦの検討項目にあげる。

　　・現場代理人は現場職員、基礎工事班の乗り込み時に破砕剤の作業手順書、リスクア

　　　セスメント評価表について教育を実施する。

　　・現場職員はパトロール時に作業員が破砕剤のリスクについて認識しているか確認会

　　　話を実施する。

　　 　　　該当項目に〇印を付ける。
　　　　2．災害状況の説明と共になるべく図面を添付すること（様式－2）。
　　　　　 特に感電の場合は支持物、電線の離隔距離その他寸法を記入する。

　（注）1.「人身災害報告要領」に基づいて記載するものとし、「工事の種類」「災害の種類」「原因」については
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